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別紙７ 

成分検査の実施マニュアル 

 

Ⅰ 成分検査に係る標準抽出方法の運用について 

 成分検査に係る試料の抽出方法については、農林水産大臣が定める標準抽出方法

（平成13年３月22日農林水産省告示第443号）に定めるもののほか、以下による。 

 

第１ 国内産農産物の抽出 

 １ 包装されている国内産農産物の抽出 

（１）麻袋、樹脂袋、紙袋又はポリエチレンフィルム袋に包装されたものについて

は、穀刺を用いて、１個体当たり試料約40gを採取する。 

  なお、受検ロットが大きく十分な試料の採取が可能な場合においては、試

料の採取に当たって、個体から採取する試料の量を20gとして差し支えない。 

（２）大規模乾燥調製貯蔵施設等において調製され、又は貯蔵された状態から直

接包装された物については、（１）の規定にかかわらず、包装されていない状

態のものを受検ロットとし、自動試料採取装置（以下「オートサンプラー」と

いう。）により当該受検ロットの重量の10,000分の１以上の量を無作為に抽

出したものから試料を採取することができる。 

（３）（１）の受検ロットの搬入が複数日にわたる場合においては、各検査日の搬

入数量に応じ、それぞれの検査日の試料採取のための抽出個数を配分する。 

（４）（１）により試料を採取した後においても、規定の正味重量が確保できるよ

う、包装時に措置させる等、検査請求者等に対し指導を行う。 

（５）受検ロットが、農産物規格規程１の２の（３）のロの（ホ）に規定するフレ

キシブルコンテナバッグ（以下「玄米用フレキシブルコンテナバッグ」とい

う。）に包装されたものである場合は、次により等間隔に等量ずつ試料を採

取する。 

ア オートサンプラーにより採取する場合は、受検ロットの10,000分の１以上

を採取する。 

イ オートサンプラーにより採取しない場合は、小型二重管穀刺を用いて、５

カ所から、１刺につき、約200ｇ採取する。 

 この場合は、試料採取位置及び層が特定の部位に偏ることのないよう配慮

した上、採取する。また、玄米用フレキシブルコンテナバッグの封印を切断

して試料を採取したときは、検査請求者等は品位等検査に準じて再度封印を

行う。 

２ 包装されていない国内産農産物の抽出 

（１）受検ロットから、次により、等間隔に等量ずつ試料を採取する。 

ア 受検ロットが大規模乾燥調製貯蔵施設等の貯蔵ビン又は出荷タンクの場

合は、オートサンプラー又は試料採取器により、受検ロットの重量の10,000

分の１以上を採取する。 
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イ 受検ロットがフレキシブルコンテナバッグで、オートサンプラー又は試料

採取器により採取する場合は、受検ロットの重量の10,000分の１以上を採取

する。 

ウ 受検ロットがフレキシブルコンテナバッグであって、オートサンプラー又

は試料採取器により採取しない場合は、小型二重管穀刺を用いて、５カ所か

ら、１刺につき約200g採取する。 

 この場合は、試料採取位置及び層が特定の部位に偏ることのないよう配慮

した上、採取する。 

 また、フレキシブルコンテナバッグの封印を切断し、試料を採取したとき

は、検査請求者等は品位等検査に準じて再度封印を行う。 

 

第２ 外国産農産物の抽出 

１ 外国産農産物を輸入した者の請求により行う検査又は政府が輸入する外国産

農産物の検査の抽出は以下により行う。 

（１）包装されている外国産農産物の抽出 

 受検ロットから、総個体数の約10％に相当する個体を等間隔に抽出し、それ

ぞれの個体から等量ずつ試料を採取する。 

（２）包装されていない外国産農産物の抽出 

 受検ロットから、次により、等間隔に等量ずつ試料を採取する。 

ア サイロにおける試料の採取 

 原則としてサイロ付属のセパレーター通過後のスケールの前で、オートサ

ンプラー又は試料採取器により受検ロットの重量の25万分の１以上（原則と

して、100トンにつき約400g）を採取する。 

イ ホッパーにおける試料の採取 

 ホッパーの下の流出口において試料採取器により農産物の流れを切断し、

原則として20トンにつき約400gを採取する。 

ウ はしけにおける試料の採取 

 大型二重管穀刺を用いて、５カ所から、１刺につき、約300gを採取する。 

２ １以外の外国産農産物の抽出については、第１の１又は２に準ずる。 

 

第３ 品位等検査と成分検査を同時に行う場合 

品位等検査と成分検査を同時に受ける場合は、次のことに留意する。 

１ 品位等検査のために採取した試料を成分検査の試料とすることができる。 

２ １において品位等検査の抽出検査実施中に不良個体が出現した場合は、検査請

求者等に受検ロットの編成を変更するか否かの意向を確認し、その意向に応じて

必要な処置を行う。 

３ 成分検査に係る受検ロットが品位等検査に係る受検ロットの一部から構成さ

れているときは、成分検査の基本試料は、品位等検査のために採取した試料のう

ち、成分検査の受検ロット部分から採取したもののみを充てることとする。 
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第４ その他共通事項 

１ 抽出した試料の量が１㎏に満たない場合、包装されているものについては、１   

個体の採取量を増加させるものとし、包装されていないものについては、採取量

を増加させる。 

２ 受検ロットが包装されているものと包装されていないもの又は複数の包装さ

れていないものにより構成されている場合においては、それぞれの抽出方法に準

じて、試料を採取する。 
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⼿順１

フレキシブルコンテナバッグ

※ フレキシブルコンテナバッグの封印を切断し、試料採取した場合は、検査請求者は品位等検査に準じて再度封印を行う。

玄米用フレキシブルコンテナ
バッグ以外の包装の検査荷口

玄米用フレキシブルコンテナバッグ

※ 玄米用フレキシブルコンテナバッグの封印を切断して試料採取した場合は、検査請求者等は品位等検査に準じて再度封印を行う。
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⼿順２
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